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コーディネイターは大江志伸特任教授。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

習
近
平
体
制
の
も
と
超
大
国
へ

と
ひ
た
走
る
中
国
の
「
い
ま
」

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

世
界
に
お
い
て
日
本
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
が
議
論
さ
れ
た
。

　
毛
里
さ
ん
に
よ
る
と
、
中
国

共
産
党
の
最
高
指
導
者
で
あ
る

11
月
３
日
、
江
戸
川
大
学
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
特
別
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
中
国
の
い
ま
を
語
る
」（
主
催 

江
戸
川
大
学
駒
木
学

習
セ
ン
タ
ー
、
後
援 

流
山
市
教
育
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

ゲ
ス
ト
に
は
宮
本
雄
二
さ
ん
と
毛
里
和
子
さ
ん
を
迎
え
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
本
学
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
大
江
志
伸
特
任
教
授
が

務
め
た
。（
取
材
・
文
：
佐
藤
耀
　
撮
影
：
小
川
茜
）

「
中
国
の
い
ま
を
語
る
」

駒
木
祭 

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

早
稲
田
大
学
栄
誉
フ
ェ
ロ
ー
・
名
誉
教
授

中
国
・
華
東
師
範
大
学
顧
問
教
授

毛
里
和
子
さ
ん

習
近
平
は
「
強
い
中
国
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
急
速
な
経

済
成
長
と
、
自
国
の
取
り
戻
す

べ
き
場
所
は
軍
事
力
を
発
揮
し

て
で
も
取
り
戻
す
と
い
う
考
え

方
の
も
と
軍
事
力
拡
大
を
主
導

し
て
い
る
。
こ
れ
が
今
日
に
お

け
る
日
中
関
係
の
冷
え
込
み
に

繋
が
っ
て
い
る
、と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
現
在
、
日
本
と
中
国
は

「
競
争
」
と
「
対
立
」
の
時
代

に
あ
る
、
特
に
外
交
面
で
の
両

者
の
対
立
は
顕
著
で
あ
る
こ
と

を
問
題
点
に
挙
げ
た
。

　
中
国
は
南
沙
諸
島
に
お
い
て

他
国
の
非
難
を
無
視
し
て
人
工

島
を
建
設
し
軍
を
配
備
し
、
力

を
用
い
た
強
硬
的
な
手
段
を

取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
覇
権

主
義
」
と
呼
べ
、
中
国
は
覇
権

主
義
的
外
交
政
策
に
ひ
た
走
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
宮
本
さ
ん
は
習
近
平

の
望
む
外
交
は「
義
利
観
外
交
」

だ
と
言
う
。
こ
れ
は
中
国
の
古

く
か
ら
存
在
す
る
伝
統
的
な
価

値
観
や
文
化
に
基
づ
き
、
み
ん

な
の
た
め
に
正
し
い
こ
と
を
す

る
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
鄧
小
平
か
ら
胡
錦
濤
が
中
国

共
産
党
の
最
高
指
導
者
だ
っ
た

頃
ま
で
は
、
国
際
的
な
協
力
関

係
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、

義
利
観
に
基
づ
い
た
外
交
色
が

濃
か
っ
た
。
だ
が
、
相
手
の
主

張
を
一
方
的
に
受
け
入
れ
る
よ

う
な
弱
腰
の
外
交
姿
勢
を
取
る

と
中
国
国
内
の
政
治
家
や
国
民

か
ら
反
感
を
買
っ
て
し
ま
い
、

失
脚
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
懸
念

も
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
習
近
平
は
強
硬

的
な
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
日
中
外

交
に
お
い
て
も
親
日
的
な
態
度

を
取
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
が
日
本
の
安
保
法
案
可
決

や
日
米
同
盟
強
化
の
一
因
に
も

な
っ
て
い
る
、
と
宮
本
さ
ん
は

指
摘
す
る
。

　
し
か
し
毛
里
さ
ん
は
、
10
月

に
行
わ
れ
た
第
19
回
中
国
共
産

党
全
国
代
表
大
会
は
冷
え
切
っ

元
駐
中
華
人
民
共
和
国
日
本
国
大
使

宮
本
ア
ジ
ア
研
究
所
代
表

宮
本
雄
二
さ
ん

『習近平の中国はどこへ行く？』毛里和子さん 『中国外交を読み解く　～習近平時代』宮本雄二さん

中
国
外
交
・
政
治
の
第
一
人
者
が
講
演

た
日
中
関
係
を
改
善
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
期
待
す
る
。
習
近
平
は
側
近

人
事
を
自
身
に
近
い
考
え
を
持

つ
人
物
で
固
め
た
。
こ
れ
ま
で

よ
り
も
習
近
平
に
権
力
が
集
中

し
、
そ
の
こ
と
で
周
囲
か
ら
の

反
発
が
な
く
な
る
。

　
つ
ま
り
、自
分
の
望
む
外
交
、

「
義
利
観
外
交
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
日
中
関
係
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
働
く
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
最
後
に
、会
場
か
ら
「
現
在
、

軍
事
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い

る
中
国
に
対
し
て
、
日
本
は
今

後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
め
ば

良
い
の
か
」と
質
問
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
宮
本
さ
ん
は
、

「
日
本
も
軍
事
力
で
対
抗
す
る

の
で
は
日
中
関
係
改
善
に
は
繋

が
ら
な
い
。
日
本
が
戦
後
70
年

で
培
っ
て
き
た
文
化
力
、
特
に

現
在
で
あ
れ
ば
ア
ニ
メ
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
臨
む
べ
き

だ
」
と
提
案
し
た
。


